
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「15 歳までは、親の責任ですよ。親が心して通りましょう。」 

母が教会の会長さんから頂いた言葉です。私は、身体が弱く、小学校をたびたび休

んでいました。学校に行っても、体育や掃除は、ただ見学しているだけでした。そんなと

き、母が会長さんに相談したのです。以来、母は毎日、忙しい合間をぬって、教会に参

拝するようになりました。 

中学校の入学式の翌日から、私は、しばらく学校を休んでいました。そんな折、夏休

みに、教会に中山善衛三代真柱様がご巡教下さることになり、教会をあげての大掃除

などのひのきしんに、私は、朝から晩まで、何日間も参加しました。 

それからは、すっかり元気になり、秋の運動会での活躍に、みんながびっくりしていま

した。私は、みんなと一緒に、同じようにできるようになり、とてもうれしかったことを、今

でも覚えています。 

私の身体が弱いことから、母が教会への日参を心定めしました。そして、ともにひの

きしんをさせて頂く中に、不思議なご守護をお見せ頂きました。 

今、子育てをしておられる、お父さんお母さんが、もし、子供の身上（病気）・事情など

で悩むときは、親の心、夫婦の心を振り返り、また、教会に参拝して、心が澄むように勤

めて頂きたいと思います。必ず、「心通りの守護」を頂戴し、たすけて頂けます。 
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11 日（土） 陽 平 春季霊祭 

12 日（日） 青年会 ハートクリーンキャンペーン 

15 日（水） 雲 陽 春季霊祭 

10 日（月） 檜 岡 月次祭 

15 日（土） 陽 平 月次祭 

20 日（木） 雲 陽 月次祭 

24 日（月） 大教会 月次祭 

26 日（火） おぢば 月次祭 ・ 陽平 遥拝式 

27～29 日 おぢば 春の学生おぢばがえり 

30～31 日 大教会 少年会おつとめ総会 

 

今月から、６月まで、全国各地で開催 

対象は、全ようぼく・信者です。 

内容は、講話・ビデオなどで、所要時間は、

約2時間半（休憩を含む）です。 

出雲地方では、下記会場で受講して下さい。 

参加表は、今月、お配りします。 

・４月６日 14：00～ 平田文化館 

・６月８日 19：30～ 雲陽分教会 
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ハハーートトククリリーーンン  

キキャャンンペペーーンン  

日時：４月１３日（日） 

午前１０時から 

場所：医大・駐車場 

内容：ゴミ拾い 

一一緒緒にに参参加加ししまませせんんかか？？  

 

「「春春のの学学生生おおぢぢばばががええりり」」  

～ 参加者募集のお知らせ ～ 

たくさんの学生たちがおぢ

ばに帰り集う春の一大イベ

ント。ＵＳＪにも行きます！ 

日時：３月２７日～２９日 

対象：高校・大学・専門学校生 

（新１年生も含みます） 

第 96 回婦人会総会 

山陰 支部の集い 

おぢばがえり 

雲陽団体のご案内 

 日程：４月 18､19 日 

 団費：12,000 円 

詳細は、教会まで 

～ 暮 ら し に 活 き る ～  

お や      こ と ば  

「「ななんんどどききににかかいいりりててききててももめめへへ／／＼＼のの  

            心心ああるるととハハささららににををももううなな」」    

（おふでさき 十一号 ７８）   

 以前、おぢばに帰った際、次のように言われました。 

 「おぢばというところは、帰りたくても帰れない人もあるし、帰りたくなくても帰らな

ければならない人もある。自分で、おぢばがえりしているように思うけれど、そうで

はない。親神様・教祖にお引き寄せ頂いて、おぢばに帰らせてもらうのである。」 

 どんなに、信仰熱心な方でも、まずお金が必要ですし、時間の都合もつけなけれ

ばなりません。しかももし、当日の体調が悪かったなら、当然、おぢばがえりは中止

となるでしょう。そういった、いろんな条件をクリアしなければ、おぢばに帰ることは

できないのです。 

 反対に、おぢばがえりしたくない、と思っても様々な事情などから、おぢばがえり

をしなければならなくなったり、もしくは、不思議なご守護を頂くために、おぢばがえ

りを心定めしたり、といった方もおられます。 

 おぢばでは、親神様・教祖が、私たちが帰るのをいつもお待ち下されています。 

 陽平分教会では、本年、１年間で１００名のおぢばがえりを打ち出しています。 

 人類のふるさと「おぢば」にかえり、私たち人間の「おや」に会いにいきましょう。 

必ずや、結構なお土産を頂戴できるに違いありません。 


